

































































































































































































































































































































































































































男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
第1回公開講座　性別・年齢別受講者数
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県別受講者
友の会設立の動?
に求めていることをうかがうことができる。女性は20代・40代・50代がほぼ同数
に近い。特に40・50は育児も終わり時間的なゆとりができたことを物語るもので
あろう。この年齢構成をみてみると○○カルチャーとか地方の公立博物館とは若
干異なりを示めしている。それは20代の受講者が非常に多かったということであ
る。この理由は①当館は立地がよく交通至便であること，②公開講座開催期日が
土曜日の午後であること。③参加費が低額であること，④大学というアカデミッ
クの雰囲気にひたれること，⑤それに充実したテーマと講師陣などをあげること
ができよう。
　次に県別に受講者をみてみよう。当然ながらもっとも多いのは東京都で99名で
ある。そして千葉県25名，神奈川県22名，埼玉県16名へとつづき，茨城県4名，
栃木県3名と極端に少くなくなる。群馬県・山梨県・長野県・岐阜県・大阪府は
それぞれ1名という内訳けであった。人員の多少は別にして，それにしても予想
以上の広範囲から受講者がみえたことには驚かされる。周知の方法としては，ボ
スターを中心としたが，新聞の告知欄も活用した。もちろん，新聞の効果は抜群
であるが，掲載時期が締切り直前であったために，結果的に今回の受講者はポス
ターによるものであったと考えてよいだろう。普及については今後，博物館活動
の種類によってその方法をいろいろ考えていかなければならない。
　さて，第1・2回の講座を通じて今，受講者の中から新しい静かな動きがみら
れるようになった。それは友の会設立の動きである。もっとも受講者には「考古
学に対する興味をもつ」という共通基盤があり，これを通じて受講者同士の横の
つながりができやすい。こういった環境の中から有志が相集い，ユニークな友の
会のあり方について検討している。もし大学附属博物館に友の会という支援団体
が設立されたとするならば，わが国初のことになろう。
　いずれにしても1988（昭和63）年度は「活動する博物館」をめざして，いろい
ろな博物館活動を展開し多忙な一年間であった。これからの新しい大学附属博物
館のあり方を模索するためにも，いまいろいろな博物館活動に挑戦していかなけ
ればならない時期であると考える。
〈余白録〉 博物館の入ロ
　最近，博物館や美術館を見学するたびに注意していることがある。それは入口のことである。または，
廊下のことである。こういうことは博物館の展示内容や活動とは関係なさそうに見えるし，機能的であれ
ばよいのかもしれないが，博物館というものを1つの小宇宙的存在として把えるならば，実は極めて本質
的なことのように思えてならない。
　博物館のもつ空間は日常から切り離された一種の独立した知的空間であろう。そこは，日常の煩しさは
なく，見学者がその人なりの知を開放でぎる空間でなければならない。そう考えるならば，そのような別
空間への入口はできる限り日常世界との接点を小さくした方が良いように思える。ただしこれは，ただ単
に入口を小さくすれば良い，ということではない。見学者を「その気にさせる」空間を演出するという意
味である。
　「たかが入口，されど入口」，入口はもはや単なる受付ではなく，博物館の重要な導入部として位置付
けるべきではないだろうか。そんなことを考える今日この頃である。　　　　　　　　　　（黒沢）
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